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YANAIZU
N E W S

L E T T E R
柳津町の出来事（～12月初旬）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
町
政
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
柳
津
町
合
併
７０
周
年
と
い
う
節
目
の
年
と

な
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
歴
史
を
振
り
返
り
、
郷
土
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
未
来
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
営
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
、
１１
月
か
ら
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

庁
地
区
と
支
所
地
区
を
結
ぶ「
支
所
本
庁
線
」の
増
便
や
、「
琵
琶
首
線
」「
高
森
線
」「
大
峯
線
」の
予
約

制
運
行
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
運
行
体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。観

光
面
で
は
、
本
年
開
催
さ
れ
る「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ
Ｃ
）」に

先
立
ち
、「
ふ
く
し
ま
プ
レ
Ｄ
Ｃ
」が
開
催
さ
れ
、
観
光
誘
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
強

化
し
、
柳
津
町
な
ら
で
は
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
方
に
ご
来
訪
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
の
Ｄ
Ｃ
本
番
に
向
け
、
地
域
一
体
と
な
っ
た

受
入
体
制
の
充
実
を
図
り
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
町
が
誇
る
豊
か
な
森
林
資
源
を
将
来
に
わ
た
り
守
り
活
か
し
て
い
く
た
め
、「
柳
津

町
森
林
利
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。「
み
ら
い
に
活
か
す『
宝
の
山
』」を
基
本
理
念
に
、

５０
年
後
の
柳
津
町
に
お
い
て
も
、
森
林
が
大
切
な
財
産
と
し
て
受
け
継
が
れ
る
よ
う
、
持
続
可
能
な

利
活
用
と
自
然
環
境
の
継
承
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
第
６
次
柳
津
町
振
興
計
画
に
掲
げ
る「
み
ら
い
創
生
。
ひ
と
・
ゆ
め
・
れ
き
し
を
つ

な
ぐ
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
議

会
を
代
表
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
議
会
運
営
並
び
に
議
会
活
動
に

対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
、
戦
後
八
十
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
ま
た
、
我
が
町
に
お
い
て
は
、

合
併
70
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
長
期
化
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
物
価
高

騰
や
人
口
減
少
、
大
規
模
な
自
然
災
害
の
発
生
や
不
安
定
な
東
ア
ジ
ア
情
勢
、
多
様
化
す
る
事

件
・
事
故
な
ど
、「
乙
巳（
き
の
と
み
）」の
歳
を
象
徴
す
る
よ
う
な
、
私
た
ち
の
生
活
感
に
大
き
く

影
響
す
る
変
化
が
顕
著
に
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
日
本
初
と
な
る
女
性
首
相
の
誕
生
や
大
阪
万

博
の
開
催
、
大
リ
ー
グ
で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
な
ど
、
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
多
種
多

様
な
分
野
で
の
活
躍
も
目
立
っ
た
一
年
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
干
支
は「
丙
午（
ひ
の
え
う
ま
）」で
あ
り
、
暦
的
に
は
、
情
熱
的
で
激
し
い
変
化
を
象
徴

し
た
歳
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
依
然
、
全
国
的
な
先
行
き
不
透
明
感
の
あ
る
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
国
民
の
内
閣
支
持
率
や
政
治
へ
の
関
心
度
も
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
我
が
町

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
政
発
展
の
基
礎
づ
く
り
に
向
け
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

町
当
局
と
議
論
を
重
ね
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

暮
ら
し
が
、
よ
り
豊
か
で
安
全
に
な
る
よ
う
、
一
体
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
希
望
と
喜
び
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
、
謙
虚
さ
や
責
任
感
を
忘
れ
ず
、「
情
熱
」を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

柳
津
町
長 

柳
津
町
議
会
議
長

第30回 柳津町議会議長杯争奪バレーボール大会01

１２
月
６
日（
土
）、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

に
お
い
て
、「
第
３０
回
柳
津

町
議
会
議
長
杯
争
奪
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

男
子
６
チ
ー
ム
、
女
子

５
チ
ー
ム
が
参
加
し
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
町
内
の

チ
ー
ム
や
中
学
生
チ
ー
ム
、

高
校
生
チ
ー
ム
、
町
外
の

チ
ー
ム
な
ど
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
通
し
た
広
域
的
な

交
流
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
、
優
勝
は

男
子
チ
ー
ム「
六
根
清
浄
」、

女
子
チ
ー
ム「
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ

Ｌ
Ａ
」と
な
り
、
女
子
チ
ー

ム「
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ａ
」は

２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

女
子
の
新
鶴
中
学
校
会
津

柳
津
学
園
中
学
校
合
同
チ

ー
ム
も
第
３
位
と
奮
闘
し

ま
し
た
。
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チ
ャ
レ
ン
ジ

今
年
の
一
言
は

デ
ジ
タ
ル
活
用

今
年
の
一
言
は

健 

康 

第 

一

今
年
の
一
言
は

令和８年 午年の年男・年女 新年の抱負02

今
年
は
午
年
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
思
い
を
も
っ
て
新
年
を
迎
え
ま
す
か
。

町
内
の
年
男
・
年
女
の
皆
さ
ん
へ
新
年
の
抱
負
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

新
井
田  

晴
道 

さ
ん （
小
巻
／
写
真
右
）

平
成
26
年（
２
０
１
４
）年
生
ま
れ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
、
み
ん
な
を

ま
と
め
て
県
大
会
出
場
を
目
指
し
ま
す
。
健
康

の
た
め
食
生
活
に
も
気
を
付
け
、
ス
カ
イ
ダ
イ

ビ
ン
グ
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

渡
部  
想 

さ
ん 

（
藤
／
写
真
中
央
）

平
成
26
年（
２
０
１
４
）年
生
ま
れ

今
年
は
サ
ー
ド
を
任
さ
れ
る
の
で
、
ピ
ッ
チ

ャ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
声
が
出
な
い
時
に
は

自
分
が
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
。
早
寝

早
起
き
に
も
挑
戦
し
、
勉
強
で
は
テ
ス
ト
で
90

点
以
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

五
十
嵐  

悠
真 

さ
ん （
桐
ヶ
丘
／
写
真
左
）

平
成
26
年（
２
０
１
４
）年
生
ま
れ

前
の
チ
ー
ム
が
県
大
会
に
出
場
し
た
の
で
、

そ
の
力
に
追
い
つ
き
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
中

心
選
手
と
し
て
戦
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
学
力

テ
ス
ト
で
は
１
０
０
点
を
取
れ
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

松
村  

祐
香
里 

さ
ん （
安
久
津
）

平
成
２（
１
９
９
０
）年
生
ま
れ

今
年
も
楽
し
い
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
１
年
に
し
た
い
で
す
。
挑
戦
に
は
、
失
敗
も

つ
き
も
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
必
ず
得
る
も
の
が
あ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
斗
酒
子
の

週
末
喫
茶
を
通
じ
て
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
ゆ
っ

た
り
し
た
空
間
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
町
内
外
の

皆
さ
ま
と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
、
新
し
い
こ
と

に
も
取
り
組
み
充
実
し
た
一
年
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

鈴
木  

タ
ミ
子 

さ
ん （
湯
八
木
沢
）

昭
和
17（
１
９
４
２
）年
生
ま
れ

い
つ
の
間
に
か
８０
歳
を
超
え
ま
し
た
が
、
好
奇
心

は
衰
え
ま
せ
ん
！
今
年
は
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
積
極

的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
引
き
続
き
ス
マ
ホ
教
室
や

運
動
教
室
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
お
で
か
け
も
好
き
で
免
許
証
も
更
新
し

た
の
で
、
安
全
第
一
で
日
々
健
や
か
に
過
ご
し
て
い

き
ま
す
。

鈴
木  

武
彦 

さ
ん （
大
成
沢
）

昭
和
29（
１
９
５
４
）年
生
ま
れ

新
年
を
迎
え
、
１９
年
間
続
け
て
き
た
そ
ば
打
ち
職

人
の
務
め
を
後
任
に
託
す
こ
と
と
な
り
、
少
し
肩
の

荷
を
下
ろ
す
心
境
で
す
。
今
年
は
、
自
分
の
体
を
大

切
に
し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
て
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
趣
味
の
お
酒

を
楽
し
む
時
間
や
、
農
業
で
の
野
菜
づ
く
り
に
も
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
の
ん
び
り
と
し
た

生
活
の
中
で
心
豊
か
で
充
実
し
た
一
年
を
送
れ
る
よ

う
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。 県

大
会
出
場

３
人
と
も
今
年
の
一
言
は
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◆
自
治
功
労
者
表
彰

■
特
別
功
労
表
彰

柳
津
測
量
設
計
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
増
井　
良
一 

様

■
功
労
表
彰

矢　
部　
良　
一 

様（
細
越
）

齋　
藤　
興　
志 

様（
藤
）

伊　
藤　
幸　
喜 

様（
黒
沢
）

■
善
行
表
彰

小　
池　
一　
成 

様（
岩
坂
町
）

月　
本　
　
　
覚 

様（
諏
訪
町
）

岩　
渕　
正　
一 

様（
長
窪
）

鈴　
木　
和　
憲 

様（
細
越
）

渡　
部　
　
　
淳 

様（
岩
坂
町
）

福　
西　
征　
子 

様（
京
都
府
）

菊　
地　
勝　
正 

様（
会
津
若
松
市
）

長
谷
川　
明　
水 

様（
一
王
町
）

■
顕
彰
表
彰

伊　
藤　
胡　
桃 

様（
八
坂
野
）

兼　
子　
翔　
太 

様（
細
越
）

三　
宅　
羚
央
奈 

様（
黒
滝
）

齋　
藤　
希　
帆 

様（
石
神
）

五
十
嵐　
愛　
佳 

様（
柳
ヶ
丘
）

兼　
子　
櫂　
斗 

様（
細
越
）

渡　
部　
愛　
琳 

様（
細
越
）

猪　
俣　
真　
帆 

様（
細
越
）

三　
宅　
澄　
來 

様（
黒
滝
）

長
谷
川　
歩　
楓 

様（
麻
生
）

柳
津
町
立
西
山
小
学
校緑

の
少
年
団 

様

■
感
謝
表
彰

松　
島　
俊　
宏 

様（
広
島
県
）

荒　
井　
誠　
司 

様（
栃
木
県
）

河
内
屋
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
山
内　
拓
也 

様

滝
谷
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
田
中　
智
仁 

様

佐
久
間
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
佐
藤　
岩
男 

様

◆
公
営
施
設
落
成
用
地
協
力
者
表
彰

■
柳
ヶ
丘
団
地
若
者
定
住
促
進
住
宅

沼　
澤　
典　
雄 

様（
寺
家
町
）

塩　
田　
一　
惠 

様（
寺
家
町
）

伊　
藤　
靜　
枝 

様（
檀
ノ
浦
）

小　
野　
ま
ゆ
み 

様（
東
京
都
大
田
区
）

（故）
金　
坂　
正　
子 

様（
岩
坂
町
）

金　
坂　
龍
一
郎 

様（
岩
坂
町
）

圓
藏
寺　
代
表
役
員

大
竹　
玄
道 

様（
福
島
市
）

大　
竹　
玄　
道 

様（
福
島
市
）

（故）
新
井
田　
英　
子 

様（
会
津
若
松
市
）

（故）
矢　
部　
チ
ヨ
ノ 

様（
岩
坂
町
）

田　
﨑　
フ
ミ
子 

様（
会
津
若
松
市
）

■
会
津
柳
津
駅
用
地

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

東
北
本
部（
仙
台
市
青
葉
区
）

［
順
不
同
］

柳津町合併70周年記念式典03

柳
津
町
は
昭
和
３０
年
に
、

旧
柳
津
町
と
西
山
村
が
合
併

し
て
か
ら
70
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

11
月
27
日（
木
）、
つ
き
み

が
丘
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
合
併
70
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。
小
林
功

町
長
は「
次
の
７０
年
が
輝
か
し

い
発
展
を
遂
げ
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
く
住

み
よ
い
町
と
な
る
よ
う
、
精

進
努
力
す
る
」と
式
辞
を
述

べ
、
引
き
続
き
齋
藤
正
志
町

議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
町
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
方
々
へ
自
治
功
労

表
彰
が
、
公
営
施
設
の
落
成

に
用
地
協
力
を
い
た
だ
い
た

方
々
へ
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
特
別

功
労
賞
受
賞
の
柳
津
測
量
設

計
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の

増
井
良
一
さ
ん
が「
豊
か
で
住

み
良
い
町
と
し
て
更
に
発
展

で
き
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
前
進
す
る
」と
謝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

各
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

▲式辞を述べる小林町長

▲謝辞を述べる増井良一さん

▲特別功労者表彰を受ける増井良一さん（柳津測量設計株式会社）

▲公営施設落成表彰を受ける伊藤靜枝さん



YANAIZU NEWS LETTER

09 08

100歳のお誕生日おめでとうございます05

１１
月
４
日（
火
）鈴
木
秋

子
さ
ん（
野
老
沢
／
右
写

真
）、
１１
月
１５
日（
土
）齋

藤
ツ
イ
子
さ
ん（
野
老
沢

／
左
写
真
）が
め
で
た
く

満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

鈴
木
秋
子
さ
ん
は
１１
月

６
日（
木
）に
福
柳
苑
で
、

齋
藤
ツ
イ
子
さ
ん
は
１１
月

２１
日（
金
）に
役
場
町
長
室

で
、
そ
れ
ぞ
れ
町
か
ら
賀

寿
並
び
に
祝
金
、
県
か
ら

は
賀
寿
並
び
に
木
杯
、
お

よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
賀
寿
並
び
に
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
、

お
幸
せ
に
過
ご
さ
れ
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

令和７年度 全国社会福祉協議会 会長表彰を受章07

民
生
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
藤
田
法

身
さ
ん（
門
前
町
）、
猪
股
勝
さ
ん

（
五
畳
敷
）が
、
令
和
７
年
度
全
国
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
支
え
合
い
活
動
に
お
い
て
顕
著
な

功
績
を
収
め
た
現
職
委
員
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

◀
町
長
へ
受
章
を
報
告
す
る

　
猪
股
勝
さ
ん（
左
）と
藤
田
法
身
さ
ん（
右
）

表
彰
式
は
、
11
月

12
日（
水
）、
浅
草
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
関

係
者
が
見
守
る
中
、

両
名
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
11
月
27

日（
木
）に
は
受
章
報

告
の
た
め
町
長
室
を

訪
問
し
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
様
子
や
今

後
の
抱
負
を
語
ら
れ

ま
し
た
。
町
長
か
ら

は
、
地
域
住
民
の
安

心
・
福
祉
に
寄
せ
た

長
年
の
ご
尽
力
に
対

し
、
深
い
感
謝
と
祝

意
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。藤

田
さ
ん
、
猪
股

さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

ご
功
績
に
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
今

後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

柳津町戦没者追悼式・慰霊祭06

11
月
26
日(

水)

、
圓
藏
寺
会
館
に
お
い
て
、

令
和
７
年
度
柳
津
町
戦
没
者
追
悼
式
・
慰
霊
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遺
族
な
ど
約
13
名
が
参
列
し
、
小
林
町
長
が

式
辞
を
、
齋
藤
議
長
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述

べ
、
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
慰
霊
祭
で
は
、
ご
住
職
の
読
経

後
、
目
黒
遺
族
会
長
が
祭
文
を
読
み
上
げ
、
参

列
者
全
員
が
焼
香
を
あ
げ
ま
し
た
。
戦
没
者
の

ご
冥
福
と
恒
久
平
和
を
祈
念
し
、
式
は
終
了
し

ま
し
た
。

柳
津
町
遺
族
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
柳
津
町
遺
族
会
」に

つ
い
て
は
、
戦
後
80
年

が
経
過
し
、
会
員
の
高

齢
化
や
減
少
が
顕
著
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
と
判
断
し
、
令
和
7

年
度
末
を
も
っ
て
解
散

す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。長

年
に
わ
た
り
ご
支

援
、
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
遺
族
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
会
の
活
動

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

柳
津
町
遺
族
会
会
長

目
黒　
忠
威

柳津・西山保育所合同もちつき会04

１１
月
７
日（
金
）、
柳

津
保
育
所
・
西
山
保
育

所
合
同
で
も
ち
つ
き
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
も
と
、
子
ど
も
た

ち
は
も
ち
つ
き
を
行

い
、「
よ
い
し
ょ
！
よ
い

し
ょ
！
」と
元
気
な
か

け
声
を
合
わ
せ
て
、
杵

を
一
生
懸
命
振
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
が
ん
ば

っ
て
つ
い
た
お
も
ち
は

一
味
違
う
よ
う
で
、
一

口
食
べ
る
た
び
に
笑
み

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
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新
年
一
発
目
、

　
　
書
き
初
め
を
し
よ
う
！

斎 藤  清 と 写 真
冬　季　企　画　展

１月からは斎藤清と写真をテーマに、
展示が始まります！
貴重な写真の資料とともに、作品を
紹介します。

斎藤清はどんな人物だったのか。
どのような景色を見て感じて、作品
にしていったのか。
写真を通して、斎藤清の新たな姿が
見えてきます。

1月６日（火）ー　3月 29日（日）

2026HA
PPY

NEW YEAR！

≪日曜美術部のお知らせ≫

≪日曜美術部レポ～ト≫
2025 年 11 月 23 日（日）

次回展のお知らせ

日

14：00～15：30

参加費無料・当日受付

定員：１０名

対象：どなたでも

講師：美術館地域おこし協力隊

美術部で初の書き初め？！
字を書くことで見えてくる
あなたの個性。
今年の抱負や言葉を
書いてみませんか？

コレクションを語り、考える

　昨
年
の
秋
に
、
日
曜
美
術
部
「
私
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
〜
鑑
賞
＆
お
は
な
し
会
〜
」

を
行
い
ま
し
た
！

　会
津
柳
津
学
園
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
や

柳
津
町
民
、
県
外
か
ら
訪
れ
た
方
な
ど
計

８
名
、
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る
写
真
を
通
し

て
話
し
た
り
、
逆
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し

な
い
人
（
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
）
の
視
点
か
ら

考
え
た
り
。
な
か
な
か
深
い
話
に
な
り
ま

し
た
。

　参
加
者
の
方
か
ら
は
「
中
学
生
と
お
話

す
る
機
会
が
な
い
か
ら
、
新
鮮
で
よ
か
っ

た
。」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
後
も
、
定
期
的
に
お
は
な
し
会
を
開

催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！作品鑑賞もしました！

みんなで観ることで、

いろんな発見がありました。

2026.1

　昨
年
の
秋

　昨
年
の
秋

レ
ク
シ
ョ
ン
〜
鑑
賞
＆
お
は
な
し
会
〜
」

を
行
い
ま
し
た
！

　会
津
柳
津
学
園
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
や

斎 藤  清 と 写 真

１月からは斎藤清と写真をテーマに、

貴重な写真の資料とともに、作品を

1月６日（火）ー　3月 29日（日）

2026HA
PPY

NEW YE
R！

YEAR

今年もたくさん挑戦して

実りある一年にします。

展覧会やワークショップなど

お楽しみに！

年女になりました…

柳津町と美術館はきっと縁起のいい

１年になるかと思います (笑 )⁇　井上

お楽しみに！

年女になりました…

柳津町と美術館はきっと縁起のいい

１年になるかと思います (笑 )

走りでつなぐ柳津の誇り 全力でつないだ37年の歴史08

１１
月
１６
日（
日
）、「
第
３７
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
７
名
の
新
メ
ン
バ
ー

と
２
名
の
新
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
て
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
結
果
は
、
総
合
成
績
４６
位
、
町
の
部
２４
位
と
、

総
合
・
町
の
部
と
も
に
昨
年
と
同
じ
順
位
と
な
り
ま

し
た
が
、
選
手
一
人
ひ
と
り
の
奮
闘
に
よ
り
２
分
以

上
タ
イ
ム
を
縮
め
、
３７
年
に
わ
た
る
長
い
歴
史
の
襷

が
し
っ
か
り
と
繋
が
れ
ま
し
た
。

ふ
く
し
ま
駅
伝
に
は
、
県
内
５９
市
町
村
の
う
ち
、

統
合
チ
ー
ム
を
含
め
５７
町
村
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
か
ら
社
会
人
、
さ
ら
に
故
郷
を
思
う「
ふ
る

さ
と
選
手
」ま
で
、
世
代
を
越
え
て
一
つ
と
な
る
大

変
貴
重
な
大
会
で
す
。

柳
津
町
チ
ー
ム
が
参
加
で
き
る
の
も
、
選
手
を
は

じ
め
、
ご
家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
支
え
、
そ
し

て
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
の
お
か
げ
で
す
。

今
年
も
、
そ
の
力
が
一
つ
と
な
り
、
選
手
た
ち
は
懸

命
に
３７
本
目
の
襷
を
繋
ぎ
、
大
き
な
感
動
を
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。

今
年
も
ふ
く
し
ま
駅
伝
へ
の
ご
声
援
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲３区：渡部  丈 選手　４区：白井  悠人 選手

▲１区：井上  柊 選手　２区：二瓶  涼太 選手

▲15区：田﨑  姫菜 選手

▲14区：鈴木  頼明 選手
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離れていても、つながる想い03

＼ ふるさと応援メッセージ ／
ふるさと納税ポータルサイト「ふるさとチョイス」では、柳津町へご寄附いただいた方が、自治体への応援

メッセージを投稿することができます。
寄附者様からいただいた応援メッセージの中から、一部を抜粋してご紹介します。

●昨年、旅行で訪れた時にあわまんじゅうを食べました。とってもおいしくて、お土産に３箱買って、皆さ
んも喜んで食べていました。家には、民芸店で手作りした赤ベコと、招き猫と、だるまが、福島旅行の思
い出で、家の守り主としてリビングにいます。

●ありがとうございます。これからも地域が活性化して、より良い町づくりが進むことを願っております。

●生まれ故郷の柳津町　微力ながら力になれたら嬉しいです！

●本当に赤べこが歩いていそうな街並み！
　故郷を思い出す懐かしい街並みをGoogleマップで拝見しました。結構山あいにある町だったのですね。

地震もありましたし気候変動もあります。御苦労が多い事と思いますが応援しています。

●会津のお米は美味しいです。
　農家さんに末永く頑張ってほしいです。

●自分の好きなもので地域が元気になってくれたらとても嬉しいです。

●きれいな川に棲む天然記念物のウグイさん達が太っていて、えさやりしたのが楽しかったです。
　きれいな川を守ってくださって有難うごさいます。

●西山温泉、道の駅で偶然見つけたパンフレットで気になり、訪れて大好きになりました！

●前回送っていただいたお米がとても美味しくて、今回もお願いしました。
　これからも頑張ってください。

●美味しいお米いつもありがとう御座います。丁寧なお仕事感謝しています。

●只見線応援しています。

●会津のお米大好きです。頑張ってください。

●未来ある子どもたちの可能性が広がることを願っております。震災時は、大変お世話になりました。
　元気に復興頑張っています。（葛尾村より）

【担当者メッセージ：地域おこし協力隊　滝沢】
ふるさと納税で定義されている「ふるさと」は、生まれ育った場所だけではありません。「旅行で訪れた」「災
害時に助け合った」様々なきっかけでつながった心のふるさと。
そんなふるさとへの応援の気持ちに、自慢の品で息災と感謝を伝えることができるのもふるさと納税の良い
ところです。そうして生まれた温かなつながりを感じることで、町の元気につながると嬉しいな、と思って
います。

あなたの地域の “民生児童委員・主任児童委員”

コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）で除雪機を整備

01

02

12月１日（月）、新に民生児童委員・主任児童委員の委嘱状交
付式が行われ、委員の皆さんに小林町長より委嘱状が交付され
ました。任期は令和10年11月30日までとなります。

高齢者や障がいをお持ちの方への支援が必要なとき、子育て
や介護での心配や不安といった困った事があるときは、お住ま
いの行政区を担当する民生児童委員、主任児童委員へお気軽に
ご相談ください。秘密は守られますのでご安心ください。

委嘱された皆さんは次のとおりです。

《 民生児童委員、主任児童委員名簿 》 （敬称略）
 

問　町民課住民福祉係　℡０２４１－４２－２１１８

宝くじの収益の一部は、公共事業や社会貢献広報事業などに使われています。
その一つ、コミュニティ助成事業は、「地域活動に必要な備

品や集会施設の整備」「安全な地域づくりと共生のまちづくり」
「地域文化への支援や地域の国際化の推進および活力あるまち
づくり」などに対して助成を行う事業
です。

この助成事業を活用し、今年度は大
峯地区に除雪機を整備しました。

問　みらい創生課みらい創生係　℡０２４１－４２－２４４７

氏名 担当行政区 氏名 担当行政区
再 藤田　法身 一王町・諏訪町・寺家町・門前町 再 齋藤　允子 藤
再 齋藤　滝男 岩坂町・大平町 新 伊藤　恵子 砂子原・黒沢
新 杉原　ひろみ 柳ケ丘・檀ノ浦・桐ケ丘 再 星　　照子 冑中・芋小屋・大成沢
新 齋藤　宗子 安久津・出倉 再 鈴木　美代子 琵琶首
新 岩佐　満男 大野・大野新田・小柳津 新 菊地　美奈子 五畳敷・湯八木沢
新 矢部　良一 細越・八坂野 再 天野　洋一 牧沢
再 長谷川　朝子 石神・石生・新村・古屋敷・長倉 新 菊地　輝雄 四ツ谷・高森
再 田崎　一雄 小ノ川・中野 新 佐藤　保之 久保田・大峯
再 鶴見　信子 猪鼻・黒滝・塩野・軽井沢
再 長谷川　久子 野老沢・麻生 再 荒木　南枝 （主任児童委員）柳津町本庁地区
新 新井田　明夫 小巻・椿・石坂・長窪 再 菊地　由枝 （主任児童委員）柳津町支所地区
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申告相談のお知らせ04

申告相談の時期が近づきました。 公的年金等の収入が400万円以下で、年金以外の所得がない方は、原則
として申告の必要はありません。

【 ご注意 】
申告が必要となるケース
・上記（申告が不要）の条件に当てはまる方でも、以下のような控除を追加で申告したい場合は、申告相談
（または申告書の提出）が必要です。

・申告をしないと、追加の控除が適用されず、税額や（国民健康保険料などの）算定に影響が出る場合があ
ります。

〈申告が必要となる例〉
・「医療費控除」を受けたい場合
・源泉徴収票に記載されていない「社会保険料控除」を追加したい場合
　（例：ご家族の国民健康保険料や介護保険料を支払ったなど）
・扶養控除や障害者控除などを追加・変更したい場合　

※ご自身の判断に迷う場合は、まず「年金の源泉徴収票」の内容をご確認ください。
　源泉徴収票に記載されている控除内容のままでよろしければ、申告は不要です。　

このフローチャートは一般的な事例になります。
例外もありますので、ご不明な点は税務係までお問合せください。

※住宅借入特別控除を初めて受ける方は税務署の相談会場での確定申告になりますのでご注意ください。
※複数の収入がある場合や、営業、農業、不動産、個人年金、シルバー配分金などがある場合も申告が必要です。

問　総務課税務係　℡０２４１－４２－２１１３

「確定申告」「住民税申告」に該当する方は、必ず申告をしてください！
（未申告の場合、所得課税証明書の発行や国民健康保険料の算定などで不利益を受ける場合があります）

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」(e-Tax)からスマホやパソコンで所得税などの申告書を
作成し、マイナンバーカードを使用してオンライン提出ができます。詳しくは国税庁のWebサイトをご覧
ください。

【 e-Taxを利用するメリット 】
〇税務署や申告会場に行かずに自宅から申告。
〇生命保険料控除証明書、地震保険料控除証明書などの添付書類は、記載内容を入力・送信すれば提出・

提示が不要。
　※法定申告期限等から５年間、税務署から書類の提出や提示を求められることがあります。
〇自宅からe-Taxで提出された還付申告は、３週間程度で還付。
〇24時間いつでも利用可能。※メンテナンス時間を除きます。

「書かない確定申告 マイナンバーカードで自宅からe-Tax」
（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/r7_smart_shinkoku/pdf/01.pdf）

「確定申告書はマイナポータル連携にお任せください」
（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/r7_smart_shinkoku/pdf/02.pdf）

「国税庁Webサイト」　　　
（https://www.nta.go.jp）

「年金収入のみ」のみなさまへ

申告が必要？不要？ フローチャートで確認してみましょう

いつでもどこでもスマホで確定申告

令和８年１月１日の時点で
柳津町に住所（住民登録）は

ありましたか？

令和７年中に
給与・公的年金以外の
収入がありましたか？

勤務先の事業所から
柳津町役場へ給与支払報告書
が提出されていますか？
ご不明な方は勤務先に

ご確認ください

令和８年１月１日の時点で
住所（住民登録）があった

市町村にお問合せください

申告不要

確定申告

確定申告

住民税申告

住民税申告

申告不要

住民税申告
収入がなくても、収入が
ない旨の申告が必要です

令和７年中に収入が
ありましたか？

障がい・遺族年金等の
非課税所得のみの場合は

いいえへ

給与または公的年金の
源泉徴収票に記載されている
控除以外に申告したい控除

（医療費控除、ふるさと納税など）
がありますか？

柳津町内に在住の
親族の税法上の扶養に

なっていますか？

給与・公的年金以外の
所得の合計額が

20万円を
超えていますか？

源泉徴収票に
記載されている

「源泉徴収税額」は
0円ですか？

＼ スタート ／
いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえいいえ

いいえ

は い
は い

は い

は い

は い

は い

は い

は い

は い

(     　     )

(            　    )

(     　           )
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新年の挨拶 　　　　　　　　　　　　　　　    福島県立宮下病院　院長　横山秀二

あけましておめでとうございます。昨年中は、地域の皆さまより多くのご支援を賜り、心より御礼申し上
げます。昨年は在宅医療部門を病院内へ移設し、外来・入院・在宅、そして地域の関係機関との連携が一層
円滑になりました。また、令和９年度末の開院を目指し、新施設の造成工事も着実に進んでおります。医療
資源が限られる中、地域の皆さまと協力しながら、今後も切れ目のない医療の提供に努めてまいります。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

県立宮下病院からのお知らせ08

消防署からのお知らせ07

事故多発!! 雪下ろし、雪かたしに注意を！
屋根からの落雪事故や、雪下ろし中の転落事故が、

氷点下の真冬日でも多発しています。

①作業は１人では行わず複数で行う。やむを得ず１人で行う場合は、家族や近所に声をか
け時々様子を見てもらう。

②転落防止のため、屋根の上では命綱を使用し、はしごの足元はしっかり固め、上部をロ
ープで固定する。

③軒先の位置を確認し、足元の雪をしっかり固め足場を作る。
④無理な体勢での作業はせず、少しずつ何回かに分けて下ろす。

これらのことに注意して安全な作業を心がけましょう!!

問　火事・救急・救助は１１９番へ！　会津坂下消防署　柳津出張所　℡０２４１－４２－２１５０

安全な雪下ろし、雪かたしのポイント

≪災害情報等案内サービスの電話番号が変更となります‼≫
Ｑ：電話番号は何番になるの？
Ａ：【変更前】０２４２－９３－６１１９　➡　【変更後】０５０－５５３６－５０５４
Ｑ：いつから？
Ａ：令和８年３月９日から変更になります。
　　※変更前の番号はご利用できなくなりますのでご注意ください。

第46回会津やないづ冬まつり

皆さまの健康づくりを応援します（柳津町健康管理ポイント事業）

05

06

令和８年2月７日（土）に道の駅会津柳津をメイン会場に「第46回会津やないづ冬まつり」を開催します。柳
津の風俗や風習を子孫に伝えるため、「鳥追い、提灯行列」や「歳の神」など、伝統的な行事を実施します。

会場には、様々な模擬店が立ち並ぶほか、豪華景品が当たる「節分豆まき大抽選会」、夜空を彩る「花火大
会」を行いますので、ぜひお誘いあわせの上、ご来場ください！

■開催日時　令和８年２月７日（土）　10：00～19：00
■場　　所　道の駅会津柳津、やないづふれあい館
■内　　容

※イベント内容は変更となる場合がございます。
問　会津やないづ冬まつり実行委員会　℡０２４１－４２－２１１４

柳津町に暮らす皆さまの健康づくりを応援する目的で、健康づくりに関連する特定の活動にポイントを付
与し、ポイントが貯まれば記念品と交換できる事業を実施します。

ぜひ健康的な生活習慣づくりにご活用ください。

■参加方法　町民課窓口で「ポイント事業参加希望」である旨伝えてください。
　　　　　　参加者台帳に住所・氏名を記入していただくと、ポイントカードを配布します。
■対 象 者　柳津町内に住所を有する18歳以上（高校生を除く）の方
■事業内容　健康診断や各種検診の受診などによりポイントが付与されます。
　　　　　　ポイントの詳細な設定や記念品との交換などは参加申込時に資料を配布します。

問　町民課保健衛生係　℡０２４１－４２－２１１８

【道の駅会津柳津】
10：00　開会式・表彰式
10：30　ちびっこショー（保育所園児）
11：00　合唱ステージ（会津柳津学園中学校特設合唱部）（予定）

玉ノ井親方のちゃんこ鍋販売（予定）
12：00　だんごさし
13：00　柳津の大神楽（藤の和芸能保存会）・歳の神設営
13：45　よさこい披露（JA会津よつば女性部 柳津支部）
14：00　現役力士とのふれあい
15：00　節分豆まき大抽選会
16：00　柳津○×クイズ大会

スノーキャンドル制作／設置／点灯
18：00　鳥追い・提灯行列
18：15　歳の神 点火
18：45　花火大会

【ほっとinやないづ】
昔語り・紙芝居
11：00～12：30　あかべこ語りの会
13：30～15：00　笑美の会

【小巻地区 棚田】
13：00　棚田の灯 設置
17：00　棚田の灯 点灯

【やないづふれあい館】
文化協会展／小中学生書初め展／老人作品展示即売会／
地場産品展示即売会など

【冬まつり当日の魅力ある写真を大募集！
会津やないづフォトコンテスト】
入賞者には柳津町特産品を
プレゼント！

【斎藤清美術館】
入館無料

（10：00～16：30／最終入館16：00）
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求 人 者 名 特別養護老人ホーム福柳苑
勤 務 地 特別養護老人ホーム福柳苑
職 種 介護員 調理員
雇 用 形 態 正職員 臨時職員 正社員 アルバイト・パート
雇 用 期 間 期間の定めなし 随時〜令和８年３月31日 期間の定めなし 随時〜令和８年３月31日

応 募 資 格 介護職員初任者研修 資格不問 調理師（必須）/栄養士（必須） 
年齢不問

調理師（あれば尚可）
年齢不問

給与・賃金等 月額　207,000円～（各種手当含む） 月給　170,000円～ 時給　1,000円～
福利厚生・
待 遇

雇用保険制度/労災保険制度/健康保険制度/厚生年金制度
退職年金制度/正職員登用制度あり（臨時職員）

雇用保険制度/労災保険制度
健康保険制度/厚生年金制度

休 日 休 暇 週休２日制
問 合 先 ℡０２４１－４１－１１６５　佐藤（事務）

求 人 者 名 株式会社 みとみ 株式会社あいづダストセンター
勤 務 地 柳津町 他 柳津町
職 種 そろばん教室の先生 産業廃棄物中間処理業務
雇 用 形 態 アルバイト・パート（週２日～４日程度） 正社員
雇 用 期 間 期間の定めなし 期間の定めなし

応 募 資 格 高卒以上／普通自動車免許／年齢不問
子供の頃の珠算能力検定３級程度（それ以下でも応相談）

年齢18歳～50歳
（資格）車両系建設機械／（資格）フォークリフト他

給与・賃金等 時給1,100円　※試用期間中は955円 月給　180,000円～
福利厚生・
待 遇

労災保険制度／転勤なし
雇用保険（週20時間以上勤務の場合加入）

雇用保険制度／労災保険制度／健康保険制度
厚生年金制度／退職金制度／産休育休取得事例あり

休 日 休 暇 土日祝休み 会社カレンダーによる（年間100日）
問 合 先 ℡０２４２－２９－２２２２　大谷 ℡０２４２－３６－５３５１　柳沼

求 人 者 名 共栄株式会社 有限会社佐々木電機商会
勤 務 地 柳津町 柳津町
職 種 営　業 電気工事
雇 用 形 態 正社員 ①正社員　②アルバイト・パート
雇 用 期 間 期間の定めなし 期間の定めなし
応 募 資 格 高卒以上／普通自動車免許（必須）／年齢44歳以下 高卒以上／資格不問
給与・賃金等 月給　217,000円～ ①正社員 月給200,000円～　②アルバイト・パート 日給9,000円

福利厚生・
待 遇

雇用保険制度／労災保険制度／健康保険制度
厚生年金制度／退職金共済加入

産休育休取得事例あり／転勤なし

雇用保険制度／労災保険制度／健康保険制度
厚生年金制度／退職金共済加入

休 日 休 暇 会社カレンダーによる 土日祝休み（土曜日は隔週（第2、第4土曜）休み）
問 合 先 ℡０２４６－２７－３３００　小林（管理部） ℡０２４１－４２－２００８　佐々木

求 人 者 名 明光ビルサービス株式会社

勤 務 地 ①柳津町（柳津西山地熱発電所）※週３日　　　
②三島町（東北電力㈱只見川ダム管理事務所）※月１回

職 種 清掃員

雇 用 形 態 アルバイト⎰ ①柳津町：週３日（月・水 ７：30～14：30／金 ７：30～9：30）
　　　　  ・パート　⎱ ②三島町：毎月１回（第１土曜日 ８：00～16：00）

雇 用 期 間 随時～１年毎に更新
応 募 資 格 年齢不問／学歴不問／普通自動車免許（必須）※車通勤必須
給与・賃金等 時給　1,200円
福利厚生・待遇 労災保険制度／産休育休取得事例あり／転勤なし
休 日 休 暇 勤務日（毎週月・水・金曜日、毎月第一土曜日）以外
問 合 先 ℡０２２－２２１－８９３３　若松

柳
津
町
内
企
業
等

求
人
情
報
一
覧

04

※各求人情報の詳細については、直接お問い合わせください。
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便
も
週
２
回
就
航

し
て
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
中
！

■
福
島
空
港
ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
乗
っ
ト
ク
！
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■「
見
て
、
乗
っ
て
、
応
募
し

よ
う
！
」福
島
県
産
品
プ
レ

ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
パ
ス
ポ
ー
ト
補
助
・
30
歳

未
満
1
万
円
値
引
き

問
福
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会

　
℡
０
２
４
－
５
２
１
－
７
１
２
７

福
島
空
港
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
！

01

■
開
設
場
所

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
１
階
大
会
議
室

（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
番
地
）

■
開
設
期
間

令
和
８
年
２
月
１６
日（
月
）～
３
月
１６
日

（
月
）《
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
》

■
開
設
時
間

９
時
１５
分
～
１６
時

■
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
作
成
会
場
で
の
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
の
相
談
受
付
は
、
相
談
枠
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

事
前
予
約
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
国

税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
お

友
だ
ち
追
加
が
必
要
で
す
。

■
確
定
申
告
書
の
作
成
は
ス
マ
ホ
で
！

会
場
で
は
、
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
確

定
申
告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
時
に

設
定
し
た
２
つ
の
パ
ス
ワ
ー
ド

■
税
務
署
で
の
対
応

上
記
開
設
期
間
中
は
、
税
務
署
に
確
定

申
告
書
作
成
会
場
は
設
置
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

■
ご
自
宅
か
ら
申
告
が
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
お
よ

び
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
、
ご
自
宅
か

ら
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
で
24
時
間
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
連
携
に
つ
い
て

連
携
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
や
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
の
デ
ー
タ
が
申
告
書
に
自

動
入
力
と
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
事
前
準

備
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

確
定
申
告
書
作
成
に
関
す
る
一
般
的
な

ご
相
談
は
、「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
」で
お
答
え
し
ま
す
。

電
話
番
号（
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡
０
５
７
０
－
０
０
－
５
９
０
１

受
付
期
間
：
令
和
８
年
１
月
１６
日（
金
）

　
　
　
　
　
～
３
月
１６
日（
月
）

受
付
時
間
：
８
時
３０
分
～
１７
時

　
　
　
　
　
《
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
》

問
会
津
若
松
税
務
署

　
℡
０
２
４
２
－
２
７
－
４
３
１
１

２
月
開
講
の
職
業
訓
練
お

よ
び
見
学
会
の
ご
案
内

02

会
津
若
松
税
務
署「
確

定
申
告
書
作
成
会
場
」

の
お
知
ら
せ

03



情報プラザ

21 20

ご寄附（11月分・敬称略・掲載可能者のみ）

戸籍の窓（11月届出分・敬称略・掲載可能者のみ）

有料広告を掲載しませんか？
町では、「広報やないづ」および「柳津町ホームページ」等

への有料広告を募集しています。
掲載を希望する場合には、下記までお問合せください。

問   みらい創生課みらい創生係
　　℡０２４１－４２－２４４７

1月行事予定カレンダー （下段：休日救急診療当番医）

柳
津
ひ
さ
ご
吟
社  

十
二
月
例
会

兼
題「
年
の
暮
、木
枯
し
、自
由
句
」

年
の
暮
れ
画
竜
点
晴
水
彩
画     

泰
　
花

看
と
ら
れ
ず夫

は
施
設
や
年
の
暮

美
　
世

あ
れ
や
こ
れ

追
い
立
て
ら
れ
て
年
暮
る
る

桃
　
女

年
の
暮
猫
も
邪
魔
と
我
の
部
屋

み
は
る

晴
天
に落

葉
舞
い
飛
ぶ
木
枯
し
で

範
　
人

木
枯
し
を

感
じ
ら
れ
ず
に
病
室
の
中

明
　
水

山
の
湯
は

枯
葉
う
か
べ
て
我
を
待
つ

江
津
子

木
枯
し
に
な
す
す
べ
も
な
く

屋
に
こ
も
る

美
　
世

山
眠
る
村
の
は
ず
れ
の
六
地
蔵

美
　
作

日 月 火 水 木 金 土
12／28 12／29 12／30 12／31 1　   元日 2 3

元朝詣り

高田厚生病院
（会津美里町） 
℡0242-54-2211

坂下厚生総合病院
（会津坂下町） 
℡0242-83-3511

県立宮下病院
（三島町） 
℡0241-52-2321

4 5 6 7 8 9 10
四日堂 町民年頭賀詞交

歓会／つきみが
丘町民センター

（11：00～）

小・中学校第３
学期始業式
七日堂裸詣り

町消防団出初パ
レード（10：15）
出初式（11：00）
駅〜つきみが丘
町民センター

もこぬま内科消化器
科医院（会津美里町） 
℡0242-56-5622

11 12  成人の日 13 14 15 16 17
５歳児健診／銀
山荘（13：00～）

こばやしファミリーク
リニック（会津美里町） 
℡0242-55-0388

昭和村国保診療所
（昭和村） 
℡0241-57-2255

18 19 20 21 22 23 24
保育所開放日／
柳津保育所
健幸クラブ（柳津）／
銀山荘（10：00～）

西小スキー教室
／フェアリーラ
ンドかねやま

柳津国保診療所
（柳津町） 
℡0241-42-2334

25 26 27 28 29 30 31
健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

柳小スキー教室
／フェアリーラ
ンドかねやま

星医院
（会津坂下町） 
℡0242-83-2136

※坂下厚生総合病院・高田厚生病院・県立宮下病院は、当日は
通常診療は行わず、急患の方だけを診察いたします。また、
救急告示病院ですので、当番日以外でも急患の方は診察いた
します。

※各医院の都合により、当番が変更になる場合がありますので
ご了承ください。

■町社会福祉協議会へ

ご遺志

小　野　武　博　（久保田）

佐　藤　博　史　（安久津）

猪　俣　文　一　（細　越）

千　葉　英　樹　（大平町）

目　黒　善　光　（野老沢）

齋　藤　正　典　（出　倉）

長谷川　由利子　（胄　中）

渡　部　　　健　（会津若松市）

白　井　　　修　（大　野）

一般寄附

会津ヤクルト販売株式会社「福祉ヤクルト寄贈金」

1月の納期限は2月2日（月）です
【口座振替引落日：1月26日（月）】

柳津町は納税完納推進の町です
納税により、皆さんの暮らしが成り立っています。
納期限内に納めましょう。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
問   総務課税務係　℡０２４１－４２－２１１３

町県民税 ４期 総務課税務係
℡０２４１－４２－２１１３

国民健康保険税
（普通徴収） ６期 総務課税務係

℡０２４１－４２－２１１３

介護保険料
（普通徴収） ６期 町民課住民福祉係

℡０２４１－４２－２１１８

後期高齢者医療
（普通徴収） ６期 町民課保健衛生係

℡０２４１－４２－２１１８

住宅使用料 １月分 建設課建設係
℡０２４１－４２－２１１７

水道・公共下水道
使用料

12・１
月分

建設課上下水道係
℡０２４１－４２－２１１７

農集排・林集排・
簡易排水使用料 １月分 建設課上下水道係

℡０２４１－４２－２１１７

■ご逝去

小　野　ツキ子 97 （久保田）

佐　藤　フヂエ 96 （安久津）

猪　俣　豊　喜 88 （細　越）

千　葉　弘　子 86 （大平町）

目　黒　美　子 92 （野老沢）

猪　俣　オイチ 101 （細　越）

齋　藤　正　彦 84 （出　倉）

長谷川　義　喜 66 （胄　中）

やないづ防災
行政アプリ

やないづ防災
行政メール配信

柳津町公式
LINE

柳津町公式
インスタグラム

広報誌配信アプリマチイロ
（左 Android、右 iOS）

柳津町のアプリ・SNSをぜひご利用ください！



広
報

や
な

い
づ

  vol.694
令

和
８

年（
2026年

）1月
号

編
集

・
発

行
　

柳
津

町
役

場
み

ら
い

創
生

課
み

ら
い

創
生

係

〒
969–7201 福

島
県

河
沼

郡
柳

津
町

大
字

柳
津

字
下

平
乙

234番
地

電
話

 0241－
42－

2447　
FAX 0241－

42－
2505

https://w
w

w
.tow

n.yanaizu.fukushim
a.jp

■
人

　
口

　
2,776人（

−
10）／

男
1,385人（

−
5）、

女
1,391人（

−
5）

■
世

帯
数

　
1,183世

帯（
−

4）
※

令
和

7年
12月

1日
現

在（
住

民
基

本
台

帳
）


